
1 

 

官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

■ 記入票    

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

① 団体名 広島県地域政策局都市圏魅力づくり推進課被服支廠活用担当 

②事業名 旧広島陸軍被服支廠における官民連携による利活用促進 

② 本事業の現在の検討ス

テージ 

1.事業発案 

2.事業化検討 

3.事業者選定 

4.その他（               ） 

③ サウンディングの目的 〇旧広島陸軍被服支廠の利活用について、令和３年度から有識者

による懇談会と県民等によるワークショップを複数回開催し、

令和５年３月に別紙（添付資料①ｐ８）のとおり、以下の 3 つ

の活用の方向性を取りまとめた。 

【利活用の方向性】 

①県民・来訪者の交流促進を目指した文化や芸術、生涯学習等の

拠点（図書館、アトリエ、文化ホール、子育て支援施設など） 

②広島の歴史や文化・平和等を学べる拠点（自然史・歴史博物館、

平和資料館、研究施設、ボランティア拠点など） 

③国内外の人々が訪れ、県民とつながり、広島を体感するための

拠点（ホテル、イベント会場、観光センターなど 

○現時点において、上記の 3 つの方向性に基づき、具体的にどの

ような機能を導入していくかを検討しているところである。 

【今回のサウンディングでの目的】 

○コロナ禍の落ち着きや円安を背景に、本県でもインバウンドが

急回復しているが、日本政府は 30 年までに年間 6,000 万人

のインバウンド誘致の目標や地方への誘客を掲げており、今後

もインバウンド需要が見込まれる中、本県の訪日客の５割超を

占める欧米系をメインターゲットとしたインバウンドに訴求す

る高価格帯ホテルを整備することが、本県のブランド価値向上

に繋がるとともに、他県と比較して客室単価の高い宿泊施設が

少なく、日帰り客の宿泊客へのシフトや宿泊単価の上昇による

観光消費額の増大を目標とする本県の課題解決に資すると考え

ている。 

○また、本県では人口の転出超過対策が喫緊の課題である中、広

島にはまだ少ないと思われる「子どもたちが楽しめる場」を整
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備することにより、子どもはもとより、子育て世代の親が集ま

れるスペースもできるなど、安心して子育てのできる環境を整

えることが、転出超過対策にも寄与するものと考えている。 

○更に、子どもたちが楽しめる場を軸として飲食や物販を整備す

ることにより、子育て世代だけでなく、祖父・祖母の世代や若

者などあらゆる世代が集まる場が創出できるものと考える。 

○また、上記のような活用をすれば、被服支廠が現在地にある背

景や史実、被爆の実相など被服支廠の価値を、国内外、世代を

問わず、より多くの人々に知っていただき、継承できるものと

考えており、このことは被服支廠を活用する上では、欠かせな

い大切な視点である。 

○加えて、被服支廠は国内最大級の被爆建物だが、現に建物に入

り、直に見て、触れる、空間を感じることのできる「活用ので

きる被爆建物」として、唯一無二のポテンシャルのある建物で

あると考える。 

○以上から、被服支廠の活用について、次の施設の導入を考えて

いるが、民間事業者の参入可否、参入が難しければネックとな

る課題やその課題を解決するためのアイディアなどをお伺いし

たい。また、本事業に適したスキームや事業化する上での条件

や機能などについても助言をいただきたい。 

 ・ 建物の特徴的な外観・歴史を生かしたインバウンド向けの高

価格帯ホテル 

 ・ 子供たちが各年代ごとに楽しむことのできる屋内施設 

・ 上記屋内施設に併設する物販・飲食施設（断熱性・蓄熱性に

優れているレンガ建物の特徴を活かし、広島産品を知っても

らうため、広島の地酒やワイン醸造施設の併設があっても面

白いと思う。） 

④ 民間事業者に対する質

問事項 

〇民間事業者として参入の可能性や条件について 

施設全体又は一部のみなど、施設整備費も含めてどの範囲まで

であれば民間側での参入が可能か。また、参入に当たり、どの

ような判断材料が必要か伺いたい。 

〇採算が取れる事業とするために、必要な機能や条件について 

例）ホテルの場合、入り口前に車寄せのスペースが必要となる。

子供を集客するのであれば、●●の施設とセットで導入する必

要がある。駐車場は〇〇台分整備し、本施設の営業時間外は時

間貸しによる収益も得る必要がある。など。 

⑥対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する業種の事業者の参

1.設計    2.建設    3.不動産     

4.金融機関    5.維持管理    6.コンサルタント     

7.運営（ ホテル・子供向け屋内遊技場・物販施設 ） 
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加を確約するものではあり

ません 

8.その他（ マスターリース事業者 ） 

⑦対話を希望する事業者

の事業展開エリア 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する規模の事業者を確

約するものではありません 

1.全国展開している事業者   2.当該エリア外の事業者  

3.地元事業者      4.その他（          ） 

２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の分野 

※該当する番号に○（複数可） 

１.公有財産利活用 ２.都市公園 ３.観光施設  

４.教育・文化関連施設 ５.賃貸住宅・宿舎等  

６.廃棄物処理施設・斎場  

７.インフラ施設（                   ） 

８.その他（歴史的建造物（被爆建物）の利活用） 

②事業の種類 

※該当する番号に○（複数可） 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.維持管理・運営 

5.その他（             ） 

③想定する事業類型 

※該当する番号に○（複数可） 

1.サービス購入型   2.収益型   3.混合型 

4.その他（             ） 

④想定する事業の手法 

※該当する番号に○（複数可） 

※PFI 事業方式（BTO、RO 等）

が具体に決まっている場合、

「1.PFI 事業」の（）内に記載

ください。 

１.PFI 事業（  ）方式 ２.DBO 方式 

３.包括的民間委託 ４.指定管理者制度  

５.コンセッション 6.Park-PFI  

7.土地の賃貸借 、８.建物の賃貸借  

９.その他（             ） 

⑤事業内容 

※事業の内容を簡潔にご記入

下さい 

〇本事業は、広島市に所在する旧広島陸軍被服支廠（詳細は添付

資料１）という歴史的建造物（被爆建物）を改修、利活用する

ことで、後世にこの建物を残していくことを目的とした事業で

ある。 

〇旧広島陸軍被服支廠を改修し，県民や来訪者等が利用可能な施

設整備し，維持管理・運営を行う。事業範囲としては，旧広島

陸軍被服支廠の周辺の空地も含み，広場等の整備や維持管理・

運営を行っていただくことも想定している。 

〇行政ですべての整備を行うことは難しく、基本的に民設民営の

整備・運営を想定している。 

〇旧広島陸軍被服支廠は、歴史的、建築史的にも非常に価値があ

ることから、令和６年１月、国の重要文化財の指定を受けた 

⑥現状及び課題 〇旧広島陸軍被服支廠は大正 2 年に竣工し、陸軍兵士の軍服・軍

靴等の製造と貯蔵を担う施設であった。昭和 20 年に被爆し，

被爆者の臨時救護所として使用された。その後、広島高等師範

学校や県立広島工業高校の校舎の一部として使用されたほか、
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物流倉庫として使用された経緯がある。（昭和 27 年に旧被服支

廠の内 3 棟を広島県が国から取得。）平成 6 年には、広島市が

被爆建物として登録している。 

○令和６年１月、国の重要文化財に指定されるとともに、広島県

として保存を決定し、令和６年 10 月から最低限の安全対策工

事に着手したところ。（工期：～令和９年２月）。 

〇市中心地から２～３km 程度距離があり、また近隣も住宅地で

あることから、本施設自体に人を呼び込む機能が必要であると

考えられる。 

〇駐車場は未整備であるものの、敷地内には１００台以上が駐車

できるほどの面積がある。 

⑦前提条件 

※事業化にあたって事業者に

考慮してほしい事項等を簡

潔にご記入ください 

〇建物の最低限の安全対策工事（耐震補強等）※は行政で行うこと

としているが、活用に向けた改修（更なる耐震改修、インフラ、

内装、什器など）は、事業者で行っていただくことを前提とし

ている。 

※安全対策工事により、１階は人数制限がなく、２・３階は５０

人程度の人数制限による内部見学のみ可能な状態になる。（現状

は一般立ち入り不可）。 

〇継続的な行政によるコスト負担が難しく、本事業の収入で維持

管理費を賄う収益型での事業を想定している。 

〇重要文化財の指定を受け、改修に制限が掛る場合がある。 

⑧事業スケジュール（予

定） 

安全対策工事が完了する令和９年度以降、順次改修及び供用開始

を想定する。 

（２）対象地  

① 所在地（交通情報含む） 〇広島市南区出汐二丁目 827 番 35，827 番 36，827 番 37 

（4 番 60 号） 

〇広島バス（赤バス）31 号線「出汐二丁目」バス停から徒歩 3

分。 

〇広電 路面電車「皆実町二丁目」電停から徒歩 15 分 

②敷地面積 県 12,469.88 ㎡（１～３号棟） 

国 4,716.20 ㎡（４号棟） 

計 17,186.08 ㎡ 

③土地利用上の制約 第二種住居地域，準防火地域，建蔽率 60％，容積率 200% 

④所有者 第 1～3 号棟：広島県 

第 4 号棟：国（中国財務局所管） 

⑥ 周辺施設等 比治山公園の南に位置し，県立広島工業高校，県立皆実高校に隣

接（詳細は添付資料１のとおり） 

⑦ 対象地周辺の環境 〇広島市の都心エリアと隣接した出汐地区に立地し，宇品地区と

一体となって港湾・流通機能，交流拠点機能を発揮することが

期待されるエリアである。 
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〇広島駅，広島港，高速道路 IC や市中心部から 3km 以内の位置

に立地している。 

〇国道２号に近接している。 

⑦その他 

(上記項目以外の情報、特徴、

留意すべきこと等） 

〇現在、旧広島陸軍被服支廠の所有者である国、広島県、所在す

る広島市の３者で利活用策を検討しており、本サウンディング

でいただいた情報を利用させていただくことがある。 

 

■ 添付資料 

①旧広島陸軍被服支廠の概要 

②【報告書】旧広島陸軍被服支廠の活用の方向性に係る懇談会 

・旧広島陸軍被服支廠に係るホームページ 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/hihukushisyo/ 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/hihukushisyo/

